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より、ジャクソンが登場人物らにもたらすものは
何なのかが明らかになる。
ジャクソンの特性はまさに単一的な固定したア
イデンティティーをもたないことと、ジレンマを
内包し続けることとにある。その動的で流動的な
アイデンティティーによりジャクソンは、可変
性、流動性を失った固定的な関係において生じが
ちな膠着的な差異、上下関係、差別関係、あるい
は停滞した思考や状況を攪乱し活性化させ、人々
を自由な発想に導き解放する。ジャクソンは人々
の心の解放をもたらす触媒的な役割を担っている
のである。ジャクソンにより攪乱され解放される
人々の喜劇とも悲劇ともつかない展開をこのよう

に読み解くと、ジャクソンによりもたらされる解
放は、人々の自己の内側でうごめき他者を束縛し
傷つけるエゴ、自我への執着からの解放を示唆す
る例のようにも読める。
本作品がマードックがアルツハイマーを患う苦

しみの中で書かれたこと、ジャクソンが生と死の
境をさまようかのような結末さえ提示されている
こと、これらは、ディアスポラの、境界を曖昧に
し境界を崩す破壊性と恵みが、生と死の境さえも
曖昧にしてしまうことに対するマードックにとっ
ての恐怖、およびマードックがそこに感じていた
かもしれない恩寵を意味しているのかもしれな
い。

研究発表要約

The  Book  and  the  Brotherhood  に描かれる連続性について

井　上　澄　子

表題の‘the  Book’は‘聖書’を暗示し、‘the  

Brotherhood’は‘Monastic  brotherhood’、つま
り「写本などの創作に従事した修道士の仲間た
ち」の含意があることに気付く。本来、Oxbridge

が Collegeから成る形になっているのは、大学が
中世の修道院から派生して、聖職者の養成を目
的としていた伝統があるからで、Fellowのレヴ
クィストが妻帯せず、学寮に住み続けていたこと
や、学友フィールドが卒業後、修道士になったと
述べているので、作者の意図が読み取れる。
オックスフォード大学の創立記念ダンス・パー
ティで、インテリ群像が踊るダンスの輪は、い
くつもの渦巻を形成しながら、それぞれの渦巻
の中心には、クリモンドとジィーン、またジェ
ラードとローズが核となっていて、その中心に
は「愛」と「友情」がある。渦巻は旋回を続ける
が、偶発的な要因で反転して次の新たな渦巻へ
と連続して永遠に旋回を続ける。作中で、whirl,  

circle,  scroll,  spiral,  screwなど「渦巻」の類語
が多用されている。人生という舞台で、クリモン

ドの「本」を巡り結成された後援会の仲間たちの
描く友愛の渦巻は、聖書写本『ケルズの書』の
カーペット・ページの場合と同様に、単体ではな
く、必ず複数で表現されている。例えば、中心に
はジェラードが居て、彼を取り巻くシンクレア、
ジェンキン、ダンカンなどが、同性愛の色調を
伴って描かれ、それぞれが主役ともなり、入れ子
状に渦巻を形成する。同性愛のテーマは、アング
ロ・アイリッシュの出自と、『ケルズの書』のル
カ伝福音書冒頭のページの挿絵をほうふつさせな
がら提示される。
またボイアーズ館に集う仲間のうち、リリーと

ジェラード、ローズとジェラードがワルツ曲に合
わせて氷上のスケートで渦巻を描いて滑る。そこ
にファーザー・マックアリスターが偶発的にス
ケートしながら登場すると、ローズは反転してそ
の渦巻に合流し、次の渦巻へと連続してゆくとい
うふうに、人間関係は果てしなく捻り合わされ
て、あたかも人間組紐文様の様相を見せて描かれ
る。一人の主役によるのではなく、多数の登場人
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にはなぜ目をつぶったのか。ケインズやムーア
の ‘Sincerity’ をロマンティシズムのあやまちだ
と否定するけれども、彼女が敬意をもって肯定す
るシモ̶ヌ・ヴェイユの ‘Attention’ とどこがど
う違うと言えるのか。プラトンの洞窟の比喩や、
ピュロンの判断中止の懐疑主義以来、人間は現実

を正確に認識できないというペシミズムが、ヨー
ロッパの思想史に長く一貫して継承されてきた重
要な主題であるのを考えると、彼女の ‘Good’ や 

‘Perfection’ の理念はその系譜のうちのどこにど
う位置づけられるものなのか。

研究発表要約

The ‘Insider  Outsider’ in  Iris  Murdoch’s  Bruno’s  Dream 
and  Kazuo  Ishiguro’s  The  Remains  of  the  Day

Wendy  Jones  Nakanishi

This  article  compares  two  novels  whose  theme  is  the  reflections  and  regrets  of  a  
lonely  male  protagonist.  In  Bruno’s  Dream （1969）,  it  is  Bruno,  a  sick  old  man  nearing  
death.  In  The  Remains  of  the  Day （1990）,  it  is  the  butler  Stevens  who,  preoccupied  with  
his  work,  has  always  kept  to  himself  and  now  discovers  a  longing  to  establish  human  
contact  with  others.  Both  are  depicted  as  essentially  alone.  In  the  drama  of  life  they  are  
spectators  rather  than  actors.  They  are ‘insider  outsiders’.  

The  sense  of  alienation  Bruno  and  Stevens  experience  is  so  acutely  described  because  
they  are  the  creation  of  authors  who  were ‘insider  outsiders’ themselves:  inhabiting  
England  but  not  native  to  it.  Iris  Murdoch  was  born  in  Ireland  and  taken  to  England  as  a  
baby.  Kazuo  Ishiguro  was  born  in  Japan  but  has  lived  in  Britain  since  he  was  six  years  
old.  

Ishiguro  has  often  admitted  impatience  with  critics  who  try  to  identify  him  as  a  
Japanese  writer  simply  because  he  was  born  in  Japan.  At  the  same  time,  he  has  claimed  
that  in  The  Remains  of  the  Day  he  could  write  as  an  author ‘more  English  than  English,’ 
able  to  produce  a  pastiche  portrait  of  a ‘mythic  England’ because  of  the ‘ironic  distance’ 
he  knew  existed  between  him  and  native  Englishmen.  

Similarly,  it  has  been  suggested  that  Murdoch  also  straddled  two  cultural  heritages  
as  an  Anglo-Irish  writer: ‘a  people  with  a  dual  identity,  seeing  themselves  in  some  sense  
as  both  the  true  Irish  and  the  true  English,  while  being  regarded  as  neither,  and  as  
outsiders’.  Nationality  was  a  sensitive  issue  for  Murdoch.  She  set  two  of  her  novels  of  
the  ’60s  in  Ireland  and  always  professed  herself  proud  to  be  Irish.  But  many  thought  
Murdoch  had  no  more  valid  claim  to  Irish  nationality  than  Americans  who  had  migrated  
from  Ireland  centuries  earlier.  It  may  be  that  it  is  how  Murdoch  thought  of  herself  that  is  
important.

In  writing  The  Remains  of  the  Day  Ishiguro  has  said  he  made  a  conscious  decision  
to  do  a  book  set  outside  Japan  because  he  wanted  to  be  a  writer  who  tackled  universal  
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物それぞれが主役となり、描出される図式に注目
すると、人間関係の渦巻の連鎖が螺旋、組紐など
聖書写本『ケルズの書』の抽象文様の世界をス
トーリーの運びによって描出しようとする、マー
ドックの技法が読み取れる。
かつてジョイスは『フィネガンズ・ウェイク』
で実験的言語を駆使して『ケルズの書』の宇宙の
イメージを表現しようと試みた。ジョイスとはた
がいに、きわめて異質の作家であるマードック
は、渦巻状をなす抽象的な形象の絡まり合いが、
次第に中心を移動させつつ連続してゆく世界の秩
序をストーリーによって表現することを試みたと
考察される。
マードックは「連続性」の概念を次のように表
現している。ローズはジェラードへの「憧憬と
愛」において善意の人であり、連続性の世界の住
人であると述べ、一方ジィーンは、クリモンドと
共に連続性の世界の外側の偶発性をはらんだ実世
界に生きているという。
かねてマードックは絵画など芸術作品を援用
して作品のメッセージを提示するのだが、本作
品ではマチスの絵画『ダンス』（Succession）のメ

タファーによって「連続性」を象徴した。またク
リモンドをヒンドゥー教のナタラージャ（踊るシ
ヴァ神）で象徴しようとしたものは、ヒンドゥー
教の重要な特徴である「宗教的寛容の精神」であ
ろう。ティマーがダンカンとの偶発的な愛の衝動
の結果、被った精神的打撃により、「古い神」へ
の信仰の喪失を体験したが、キルケゴールや、サ
ン・ファン・デラ・クルスを読み、次第に救われ
てゆくプロセスを描いて、マードックは他者認識
を可能にする「寛容」の精神が小説論の基本にあ
ることを表明している。この作品中に『ケルズの
書』の intertextualityは随所に散見できるが、『ケ
ルズの書復刻版』の序文で U.エーコが、「未完
の書であるが今後も連続して書き続けることが期
待される哲学的大作の典型」であると述べたよう
に、本作品でもジェラードとクリモンドが「現代
の善と魂」に関する思索の書を、今後も連続して
書き続けるだろうとの予感を提示して、小説はこ
こで閉じている。
本作品は、同性婚や宗教的寛容の精神など、時
代の抱えている問題を先取りしながら、それを超
える普遍的な世界観を提示している。

研究発表要約

IRIS  MURDOCH  AND   
THE  WOMEN  PHILOSOPHERS  AT  OXFORD

Ester  Monteleone

In  the  nineteen  forties  «there  was  a  remarkable  generation  of  women  philosophers»:  
their  work  «was  distinguished  both  for  their  deep  moral  seriousness  and  by  a  willingness  
to  engage  with  real-world  problems,  going  beyond  the  narrow  limits  which  linguistic  
philosophy  had  set  for  itself.  This  work  remained  true  to  the  spirit  of  Wittgenstein’s  quest  
to  free  philosophy  from  the  paralysing  effect  of ‘systems’».  This  is  how  Mary  Midgley  
describes  the  Oxford  of  the  first  half  of  the  twentieth  century,  highlighting  the  crucial  role  
played  by  some  thinkers  in  order  to  free  philosophy  from  the  paralysing  effects  of  logical  
positivism.  Refusing  universal  knowledge,  opposing  totalitarian,  unifying  logos,  stepping  
back  from  the  model  of  rationality  that  had  dominated  the  western  philosophical  tradition,  
Elizabeth  Anscombe,  Iris  Murdoch,  Philippa  Foot,  Mary  Midgley,  Mary  Warnock  found  


